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「社会スキル」は、従来の紙ベ

ースの授業方法では育成が難し

かったが、SNS の利用によって、

育成の可能性が格段に高まった 
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１，研究の背景 ～なぜ、中等教育で教育用 SNS の活用が必要なのか？～ 

 

SNS は、中等教育での知識理解パラダイムから知的創造パラダイムへのシフトを可能にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識理解パラダイムから知的創造

パラダイムへのシフトの必要性の

警鐘 

２１世紀型スキル 

２１世紀型学力 

 

「今後 10～20 年程度で、アメリカの総雇用

者の約 47％の仕事が自動化 されるリスクが

高い」  マイケル・A・オズボーン氏（オッ

クスフォード大学准教授） 
 
 「2011 年度にアメリカの小学校に入学した

子供たちの 65％は、大学 卒業時に今は存在

していない職業に就くだろう」  キャシ

ー・デビッドソン氏（ニューヨーク市立大学

教授） 
 

これらのうち、本研究で 
育成を期するスキル 
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中等教育にかかわるＩＣＴ整備や利用の概況と実践研究の課題 

インターネットの整備、電子黒板やタブレット PC の導入、デジタル教材や教育用アプリの活用など、

教育への ICT 活用が全国で進みつつある。その流れの中で ICT 活用の課題が現れている（武内ほ

か,2013「教師と児童・生徒のデジタル教科書に関する調査」『研究報告』79）。 
一方、ICT 導入・活用実践の公開と、その教育的意義の検証も着手されつつある（小山ほか,2013「小

学校英語用タブレット型端末教材が児童の英語の印象と英語学習に与える効果」『教育メディア研究』

19.2.25-34）。 
しかし、紙の教科書や黒板、ノートを用いた従来の学習方法と ICT を活用した学習方法とを比較し

て、ICT 活用の客観的なエビデンスを明示したり、双方を融合した方法を明確に示す研究はほとんど

ない。 
 

２，研究の目的 ～本研究が明らかにすること～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究実践の成果】2013～14 年度、国語科での紙での資料共有と対面での発表・意見交換を用いた、

いわゆる従来型の学習方法と、タブレット型端末での資料共有と教育向け SNS「ednity」での発表・意

見交換を行う学習方法との比較検討を行ってきた。その結果、SNS を活用した場合、従来型の学習方法

に比べて、学習活動への興味・関心と学習継続意欲が高くなることを実証した。また、情報検索能力が

高まり、レポートの語彙や字数が従来型よりも多くなることも実証した。（2013 年日本教育メディア学

会、2014 年日本 NIE 学会にて研究発表） 
  

国語科の学習目標の大きな柱である読解力や表現力などの言語活用能力

向上に ICT、特に SNS を活用した学習活動がどう資するのか明らかにする。

また、社会科の学習目標「社会的事象を多面的・多角的に考察し、公正に

判断するとともに、持続可能な社会の実現を目指すなど公共的な事柄に主

体的に参画する資質や能力の育成」に、SNS 活用がどう資するのか明らか

にする。さらに学校と家庭との連絡に SNS を利用して、ICT 活用による学

校と家庭とのシームレス化の利点と欠点も明らかにする。 

具体的には、下記の研究実践の成果を踏まえて、中等教育での SNS 活用

が、大量の情報の全体把握や多角的な見方の習慣づけ、意見交流の活発化

にともなう表現能力や表現しようとする態度の高まり、意見交流を整理す

るファシリテーションスキルの向上、社会へと参加する態度の涵養や意欲

の喚起などに、どう資するか実践検証する。また家庭との連絡・連携への

可能性とデメリットも明らかにする。 
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３，研究の方法と内容・経過～２つの授業と家庭との連携～ 

 授業１：中学 2 年生対象の「情報と表現」（学校設定科目） SNS や校内サーバー、タブレット PC、

教育支援アプリ・ソフトなどを活用。基礎的な利用スキルや web 利用の留意点などを実体験を通じて理

解することが目的。本研究に関連する学習活動として、ednity への課題の回答の投稿、意見文の投稿、

意見文を共有した上での意見交流を行う。また、ednity に授業者が投稿した「課題動画」を視聴した上

での課題への回答の投稿も行い、「反転授業（Flipped classroom）」の基礎的なスキルや学習方法を理

解する。 

 

 授業２：中学 3 年生対象の「国語総合」 全生徒に、たとえば１つの小説教材と課題をあたえ、放課

後または家庭で「ednity」に課題への回答を投稿させる。投稿する分量は 1000 字から 2000 字程度とし、

後の学習活動で読み込む「量」を確保する。投稿を閲覧しながら学校で議論を行う。なお、投稿は自宅

の PC やスマートフォンから行わせる「反転授業」的な活動とする。他の生徒の投稿を授業中に一覧し

て、生徒たちはお互いの投稿内容について受容的に良さを認める投稿を ednity にする。その後、全員

の投稿と「良さを認める投稿」とを参照しながら、課題への最適解を ednity で議論して構築し、投稿

する。 

課題は当初は授業中に口頭およびプリント印刷にて示すが、ednity 上への課題記述や ednity 上への

課題動画投稿も行い、より先進的な ICT 活用を実践するとともに、同様の学習活動を紙と黒板、プリン

トと直接対面といった従来の方法でも実施し、比較検証する。なお、少なくとも３つの異なる授業実践

を ICT 活用と従来型方法の双方で実践・検証しエビデンスを明確に出す。中学 3 年「現代史」でも同様

の取り組みを実施する。 

  

 家庭との連携：中学 3 年生の「学年だより」ほか 「学年だより」等の学校からのお知らせや授業・

行事の様子を投稿する「クラス」を ednity 上に作成し、保護者との共有をはかる。同様の情報は、従

来と同様に紙の「学年だより」等を用いても実施する。夏休み後に、学年 PTA やアンケート調査で ednity

と従来の紙の方法とのメリットとデメリットを調査し、方法を改善して夏休み以降の連携を実施する。 

 株式会社 Ednity の佐藤氏には ednity の運用改善等、研究目的の実証と SNS 活用の進展に協

力いただく。 

 

本研究で活用した教育用 SNS「ednity」の概要 

 
ある話題や課題・意見についての意見交流（チャット）

ができる 

PDF や Word、PowerPoint、画像などの動画が共有できる
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研究実践のようす １ 

 

パソコン教室でディスクトップ 

パソコンを用いたednityの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   約 20 分後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 板書を ednitry で共有して課題に取り組むこともおこなった。 
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研究実践のようす ２ 

 

ipadを用いて、投稿された内容をもとに 

話し合う生徒たち 

 

    ディスクトップパソコンとipadを併用する様子や、 

   ipadを見せ合いながら自然に教え合う姿も見られた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の生徒の投稿を授業中に一覧して、生徒たちはお互いの投稿内容について受容的に良

さを認める投稿を ednity にする。その後、全員の投稿と「良さを認める投稿」とを参照

しながら、課題への最適解を ednity で議論して構築し、投稿した。 
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研究実践のようす 家庭との連携 

 

 

学年ＰＴＡで趣旨を説明 

ednity の登録利用の方法の手引き

を配布した 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

４，研究の成果 

○本研究では、紙の教科書や黒板、ノートを用いた学習方法と ICT を活用した学習方法との比較を行った。

以下は生徒の感想である（抜粋） 

紙と口頭のよさ ＳＮＳのわるさ 

メモできる 

考えをまとめやすい 

思った時にすぐ言える 

感情を交えて伝えられる 

慎重に意見を言う 

口と手を動かすと記憶に残りやすい 

持って帰って考える事ができない 

意見を送るまでタイムラグがある 

文字を打つのに時間がかかる 

意見が同時に色々出ると論争しづらい 

ニュアンスが伝わりづらいこともある 

話題が流れていくのが早い 

紙と口頭のわるさ ＳＮＳのよさ 

緊張する 

1 人ずつしか発表できない 

保管場所がいる 

意見の交換がしにくい 

意見をメモしきれないことがある 

意見が流されてしまうことがある 

メモ内容を共有できない 

発言する一部の人だけで終わってしまう 

聞き逃すことがある 

文字として残り振り返りやすい 

同時に複数人が発言できる 

意見の交換が活発 

人に意見をすぐに探せる 

みんなが考えていることが共有できる 

よく考えてから意見を発信することができる 

大人数での話し合いが楽にできる 

遠い席（場所）の人の発言も聞ける 

他の人の意見を参考にできる 

紙と口頭（直接対面）による学習方法の利点 SNS 活用による学習方法の利点 

・ノンバーバルコミュニケーションにより自分 
の思いや相手の思いも加えて伝え・読み取る 
ことができる 

・他の人の意見を聞きつつ自分の意見とリンク 
するようにメモしたり図示したりできる 

・聞き逃しがなく、振り返りが容易 
・考えが共有できる 
・対面での意見交換よりもより多くの情報を得 

られ、より多くの情報から思考を進めること 
ができる 

配布プリントや連絡、行事の画像などを共有

した 
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奈良女子大学附属中等教育学校の３年生で 

 

 

  

 

   

研究成果１  

 

 

 

 

 

 

 

研究成果２ 

  

 

 

 

 

 

５，今後の課題・展望 

ICT の学校単位での利活用の教育的意義はある程度明らかにできたので、今後は IT 化がすすんだ小学校・

中学校・高等学校間で、校種の違いを乗り越えた次世代の協同学習の具体的な実践事例を開発し教育的意義

や課題を明らかにしていきたい。 

IT 化がすすんだ学校同士では、クラウドや SNS などの活用によって距離の問題や直接対面の手間とコス

トの問題を解消できるために、お互いの学校に居ながらにしての協同学習が、IT 化以前とは比べものになら

ない程、協同の量も増え質も向上する可能性がある。しかも IT 化は小学校と中学校といった校種の壁も取り

払う。そこで、たとえば、IT 化のすすんだ奈良女子大学附属中等教育学校と同様に IT 化のすすんだ他地域

の小学校とを SNS で結び、それぞれの児童生徒教員が学校に居ながらにして協同学習に取り組むことによっ

て、何が可能になりどんな課題が明らかになるのか実践検証することに取り組んでみたい。 

また、こうした協同学習では、「知識やスキルを必要な場面で活用できること」に焦点化した評価や、「何

のために協同し、どうコミュニケーションするのか」といった視点が必要不可欠である。そのため、評価を

認知的側面（知識や技能など）と、情意的側面（興味や態度など）、社会的側面（対人関係など）に整理し、

児童生徒によるメタ認知的なパフォーマンス評価も試みて、IT 化がすすんだ初等中等教育学校での学習・指

導の評価研究もおこないたい。 

このような研究実践をすすめることにより、IT 化のすすんだ初等中等教育学校での学習・指導方法の改革

に有益なデータの提供や提言をおこなうことができると展望している。 

したがって、SNS を活用して「大量の情報を読み込み、他者の論理や立場を把握して、価値判断し、意

見を述べ、自他の意見を俯瞰的に捉えて、コンフリクトを恐れずによりよい議論を創り上げ」て、その時

点での自分の最適解をつくり、直接対面での「ノンバーバルコミュニケーションにより自分の思いや相手

の思いも加えて伝え・読み取る」ことにより、SNS だけでは分からない・伝わらない内容を伝える、とい

うような学習活動のハイブリッドが効果的だといえる。 

また、SNS と直接対面のメリット・デメリットは、経験して比較できてこそ、生徒が自ら判断して場面

に応じて使ったり、ハイブリッドして使えるようになる。それが自律的学習を生む。 

「夏休み前と比べて、大量の情報を読み込み、他者の論理や立場を把握して、
価値判断し、意見を述べ、自他の意見を俯瞰的に捉えて、コンフリクトを 
恐れずによりよい議論を創り上げる態度や能力があがった」と答えた割合。９６％ 

 
うち、とてもよく向上した、よく向上したとみなしている生徒の割合   ４０％ 

保護者向けの SNS グループは、運営をはじめた 6月当初で 65 名の登録・閲覧があり、その後あま

り増えなかった。しかしスキー行事での生徒の活動の様子の画像のアップを契機として登録が伸び、

最終的に、137 名（生徒数は 121 名）の登録があり、閲覧がなされている。 

配布プリントや連絡事項の掲載も保護者のニーズはあるが、学校ホームページなどに載せること

ができない、生徒たちの活動の様子を画像ファイルで載せることが、保護者の登録を最も促すこと

が分かった。 
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６，おわりに 

現在、アクティブラーニングに関する定義づけ、学習プロセスの例示、ルーブリックの作成がなされ、

共有されつつある。この動きは、平成 30 年度に告示が予定されている高等学校の新学習指導要領や「高

等学校基礎学力テスト（仮称）」、「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」導入に向けて、加速してい

くだろう。その動きの中に、今回の研究実践のような ICT の活用も位置づけられることは間違いがない。

そのような動きを展望して、以下のような危惧を抱いた。 
 
ICT を活用した協同的な学びが学習形態の中核であるにもかかわらず、ひとりひとりの生 

徒の活動に評価の目が向けられ、個人の能力や態度の変容に評価と改善点等が焦点化される 

のではないか？ 

それは、授業者を含め、さまざまな他者との関係性ややり取りによってこそ生じる成果や、 

到達できるスキル・態度・能力、成果物―それは他者にもまた違った形で生じている― 

を捉える観点を相対的に失わせるのではないか？ 

他者から自己を見つめる目や、他者と自己とをさらに高次の視点から見つめ直す目（メタ 

認知）について、活動が終わってからは学習者も授業者も意識化するが、それらが活動の最 

中にどう働き、影響や変容を生むのかについては等閑視されてしまうのではないか？ 

 
以上の危惧と、研究実践の反省から、以下のように今後の活動において配慮をする。 
 
  上述の「危惧」のように、ICT を活用した学習プログラムを進めるにあたって、21 世紀型 

スキルやアクティブラーニングといった新学力観や教育観が「スキーム化」されルーブリッ 
クが作られるようになっている現状にあって、知らず知らずに、それらの「スキーム」の枠 
内だけで発想したり、学習活動やルーブリックを作るようになってしまいかねない。 

  これは致命的である。 
なぜなら、ICT を活用した学習活動や学習プログラム、カリキュラムに基づくアクティブ 

ラーニングや、そうした学習活動での 21 世紀型スキルの習得や向上・涵養は、「多様化し複 
雑化する社会を生きるため」や「解のない問いにしなやかに立ち向かうため」、「新たな価値 
を創るため」などに必要であるとされているはずなのに、学習活動のデザインが「正解を求 

めてなされる」こととなるからだ。 
  このことを念頭に置き、常に自己の学習活動と評価のあり方を点検することによって、 
すなわち、授業者が「アクティブラーナー」となることによってこそ、ICT の利活用は教育 

的意義を持ち続けることができるはずだ。 
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